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第１ 研究のねらい 

公民としての資質・能力の一つである「平和で民主的な社会の実現、推進に向けて主体的に

参加、協力する態度」を、中学校社会科全体において育成することが重要である。このことが、

中学校学習指導要領解説社会編（平成 29 年７月）（以下、「解説社会編」と表記。）に示されて

いる。中学校社会科においては、地理的分野及び歴史的分野の基礎の上に公民的分野の学習を

展開することとされており、公民的分野のみならず、地理的分野及び歴史的分野においても、

公民としての資質・能力について系統的な指導を推進することが必要である。さらに、「平和

で民主的な社会の実現、推進に向けて主体的に参加、協力する態度」については、社会的事象

に課題意識をもち、他者と共に課題の解決策を考察、構想する指導を行うことで、その態度を

高めることができると考えた。この指導において、自然災害・防災の視点を取り入れることと

した。自然災害・防災は、生活する上で向き合う必要のある身近な課題であり、他者と共に取

り組むことが重要だからである。このことから、より効果的な視点として位置付けた。 

なお、本研究では、地理的分野において社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解決しよ

うとする生徒の意識を高める系統的な指導ができるよう、単元指導計画を開発することとした。

地理的分野「日本の諸地域」において、自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解

決策を考察、構想する指導を行うことによって、社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解

決しようとする生徒の意識を高めることをねらいとし、本研究主題を設定した。 

第２ 研究仮説 

 地理的分野「日本の諸地域」において、自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題

の解決策を考察、構想する指導を行えば、社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解決し

ようとする生徒の意識を高めることができるであろう。 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

・ 社会科の目標には、「課題を追究したり解決したりする活動を通して、（中略）公民として

の資質・能力の基礎」（中学校学習指導要領（平成 29 年３月告示））を育成することが示さ

れている。 

・ 課題を追究したり解決したりする活動について、「主体的・対話的で深い学びが実現され

るよう、生徒が社会的事象等から学習課題を見いだし、課題解決の見通しをもって他者と協

働的に追究し、追究結果をまとめ、自分の学びを振り返ったり新たな問いを見いだしたりす

る方向で充実を図っていくことが大切である」（解説社会編）と述べられている。 

・ 「地理的分野の学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために、社会的事象の

地理的な見方・考え方に根ざした追究の視点とそれを生かして解決すべき課題（問い）を設

定する活動が不可欠である」（解説社会編）と述べられている。 



「社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解決しようとする意識を高める指導の工夫 

－地理的分野『日本の諸地域』において、自然災害・防災の視点を活用し、課題の解決策を考察、構想する学習を通して－」 

 

以上のことから、社会科の学習では学習課題を設定する活動が、課題を追究したり解決した

りする活動の第一歩であり、不可欠であると考えた。 

２ 調査研究 

令和３年８月、都内公立中学校６校に所属する

社会科教員 16 名及び都内公立中学校１校に在籍す

る生徒 130 名を対象に意識調査を実施した。 

教員対象の調査（図１）では、「社会で起こって

いる出来事に課題意識をもたせる指導をしていま

すか」という質問に対する肯定的な回答の割合

は、93.8％であった。一方、生徒対象の調査（図

２）では、「東京都が抱える課題に関心がありま

すか」という質問に対する肯定的な回答の割合

は、56.2％であった。これらのことから、教員が

社会的事象に課題意識をもつことができるよう指

導をしている割合と、生徒の東京都が抱える課題

に対する関心の割合に開きがあるという現状が分かった。 

３ 開発研究 

○ 自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考察、構想する学習を位置付 

けた単元指導計画の開発 

社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解決しようとする生徒の意識を高めるため、地理

的分野「日本の諸地域」において、自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策

を考察、構想する学習を位置付けた単元指導計画を開発した。 

日本で起こる主な自然災害と防災対策をまとめた

「自然災害・防災対策一覧シート」（図３）を用い

て整理した、地理的分野「日本の諸地域」で取り上

げる自然災害・防災に関する事項と、自然災害・防

災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考

察、構想する際に用いる地理的な見方・考え方を働

かせた問いを単元指導計画（表１）に位置付けた。 

他者と共に課題の解決策を考察、構想する際、生徒が課題意識を

もった課題の解決策について、自分の考えを基に他者の考えとの相

違点や考えの根拠に質問するなど、グループで対話する活動を設定

した。この活動により、自分の考えを広げ深め、他者と共に解決す

る重要性に気付くなど、他者と共に解決しようとする意識が高まる

ようにした。さらに、「単元見通し・振り返りシート」（図４）に学

習課題のまとめや振り返りでの気付きを毎時間記述する活動を設定

した。この活動により、教員の助言等を基に自らの学習を調整しな

がら単元の学習課題の解決を図ることができるようにした。 

生徒に対して、社会で起こっている出来事に

課題意識をもたせる指導をしていますか

当てはまる やや当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない

図１ 社会科の指導に関する教員対象の意識調査 

(n=16) 

図２ 検証授業前における生徒対象の意識調査 

東京都が抱える課題に関心がありますか

当てはまる やや当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない

(n=130) 

93.8％ 

 

56.2％ 

 

図４ 「単元見通し・振り返りシート」 

図３ 「自然災害・防災対策一覧シート」（一部抜粋） 
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４ 検証授業及び検証授業の分析 

(1) 検証授業の概要 

小単元「関東地方」における単元指導計画（表２）を作成し、令和３年 10 月から 11 月にか

けて、都内公立中学校第２学年生徒を対象に検証授業を実施した。特に第５時では、自然災

害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考察、構想する指導を行った。検証授業

前後における意識調査の変容や生徒の考えなどを基に、開発研究の手だての有効性を検証した。 

 

 

次 小単元名（時数） 

○自然災害［防災］に関する事項  

●「自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考察、構想 

する問い」【地理的な見方・考え方】 

１ 日本の諸地域を学ぶに当たって⑴ 自然災害・防災の視点を活用して地域的特色を捉えるための導入  

２ 北海道地方⑸ 

○大雪による路面の凍結［ロードヒーティングの設置等］ 

●「北海道地方で起こる自然災害と共に、人々はどのような工夫をしながら 

生活しているのだろうか。」【人間と自然環境との相互依存作用】 

３ 九州地方⑸ 

○火山噴火［避難シェルターの設置等］ 

●「九州地方で起こる自然災害と共に、人々はどのような工夫をしながら 

  生活しているのだろうか。」【人間と自然環境との相互依存作用】 

４ 中部地方⑸ 

○洪水［堤防の設置等］ 

●「洪水等の自然災害は、他地域と結び付き発展している東海の産業に、 

どのような影響を与えるのだろうか。」【空間的相互依存作用】 

５ 近畿地方⑸ 

○地震［避難訓練、防災教育等］ 

●「阪神・淡路大震災の経験を生かし、近畿地方はどのような人々の生活 

  や産業の特徴が見られる地域になったのだろうか。」【地域】 

６ 中国・四国地方⑸ 

○大雨による土砂災害［砂防ダムの設置等］ 

●「大雨による土砂災害は、他地域と結び付き生活している中国・四国 

地方の人々に、どのような影響を与えるのだろうか。」 

【空間的相互依存作用】 

７ 東北地方⑹ 

○地震、津波［高台への移転等］ 

●「人口減少が進む東北地方では、どのような災害に強いまちづくりが行わ 

れているのだろうか。」【地域】 

８ 関東地方⑺ 

○地震、津波、洪水［都市機能の分散、堤防の設置等］ 

●「人口が集中する東京を、災害に強いまちにするために、どのようなことが 

できるだろうか。」【地域】 

９ 日本の諸地域を学んで⑴ 自然災害・防災の視点を活用して捉えてきた地域的特色のまとめ 

小単元の学習課題 
関東地方では、人口集中に伴う課題の解決に向けて、関東地方の特色を生かし、 

どのような地域づくりができるだろうか。 

 学習活動  

導

入 

・人口が集中する東京で起こる自然災害について、荒川の氾濫を 

例に生活への影響等を予想し、グループで話し合う。 

・ 「荒川氾濫」（国土交通省）のシミュレーション動画を視聴し、 

自分と関わる課題に対する意識をもつ。 

 

 

 

展

開 

・①都心部（千代田区、港区、中央区等）、②臨海部（江戸 

川区、江東区、大田区等）、③郊外部（多摩市、八王子市等） 

のいずれかの地域を選択し、その地域で起こる自然災害につい 

て考察したことをワークシートに記述する。 

・日本の諸地域における既習事項や提示された資料等を基に、 

地理的な事象を根拠として、課題の解決策について構想した 

ことをワークシートに記述する。 

・個人の考えを基に、グループで話し合う。 

・学級全体で意見を共有する。 

 

 

 

ま

と

め 

・他者の考えを踏まえ、人口が集中する東京を災害に強いまちに

するために大切なことについて考察したことを「単元見通し・

振り返りシート」に記述する。 

時 各時間の学習課題 

１ 
関東地方の人口分布と自然環境には、 

どのような関係があるのだろうか。 

２ 
なぜ東京に人口が集中するのだろう 

か。 

３ 

東京を中心に人口が集中している 

東京大都市圏は、どのような課題を 

抱えているのだろうか。 

４ 

東京を中心とした東京大都市圏への 

人口集中によって、農業や工業に 

どのような影響があるのだろうか。 

５ 

人口が集中する東京を、災害に強い

まちにするために、どのようなこと

ができるだろうか。 

６ 関東地方では、人口集中に伴う課題

の解決に向けて、関東地方の特色を

生かし、どのような地域づくりがで

きるだろうか。 ７ 

表１ 地理的分野「日本の諸地域」における単元指導計画（全 40 時間） 

 

表２ 小単元「関東地方」における単元指導計画（全７時間） 

 

 

社会的事象と自分に関わりがあるという意識をもつ学習活動  

グループで対話し、他者と共に解決する学習活動 
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(2) 検証授業の分析 

 生徒対象の調査では、「東京都が抱える課題 

に関心がありますか」（図５）という質問に対

し、肯定的な回答が 16.8 ポイント増加し、検 

証授業後では 73.0％となった。また、「東京 

都が抱える課題を解決するために、自分に何が 

できるかを考えることはありますか」という質 

問に対し、肯定的な回答が検証授業前では 42.2％であったが、検証授業後では 61.5％となっ

た。さらに、授業の振り返りにおいて、次のような意見が見られた。 

 

 

 

自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考察、構想する指導を行ったこ

とで、生徒の東京都が抱える課題に対する関心が高まり、その課題が自分と関わる課題である

という意識が高まった意見が見られ、社会的事象に課題意識をもてるようになった。 

また、「単元見通し・振り返りシート」の記述から、①他者と共に考察、構想することで、

考えが広がった意見や、②他者と共に解決する重要性に気付くことができた意見が見られた。 

① 

・ 災害対策は行政に任せておけば安心だと思っていた。話し合って、誰もが安心・安全に住み続けられるまち 

になるよう、今から計画的に耐震化するなど、行政と共に対策を考えることが必要だと思うようになった。 

・ 行政による災害対策にあまり関心がなかった。話し合うことで、都民が安心して暮らせる災害に強いまちづ 

くりを目指し、私も都民の一員として行政と協力していくことが大切だと思うようになった。 

・ 私は臨海部の防災対策を考えた。都心部や郊外部の防災対策を考えた友達と話し合い、災害に強いまちづ  

くりに共通して大切なことは、地形や人口に注目し、行政と一緒に私たち住民も取り組むことだと考えた。 

② 
・ 友達と協力して様々な意見を挙げていくことが、災害に強いまちをつくるよい意見につながると思った。 

・ グループで話し合ったことで、様々な角度から災害に強いまちづくりを考えることが大切だと思った。  

自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の解決策を考察、構想する指導を行ったこ

とで、他者と共に解決しようとする意識が高まるなど、生徒の考えが広がった。また、この指

導を行ったことで、生徒が他者と共に解決する重要性に気付き、他者と共に解決しようとする

意識が高まった。以上のことから、開発研究の手だては有効であったと考える。 

第４ 研究の成果  

地理的分野「日本の諸地域」において、自然災害・防災の視点を活用し、他者と共に課題の 

解決策を考察、構想する指導を行ったことで、社会的事象に課題意識をもち、他者と共に解決

しようとする生徒の意識を高めることができた。 

第５ 今後の課題 

・ 全ての生徒が社会的事象に課題意識をもてるよう、生徒にとって身近な素材や事象を題材

とした資料提示、生活経験や既習事項を想起させる発問、学習の振り返りにおける気付きや

疑問を生かした学習課題の設定等を取り入れた指導を一層充実させる。 

・ 指導の汎用性を高めるため、社会的事象と自分に関わりがあるという意識をもつ学習活動

や、グループで対話し、他者と共に解決する学習活動を取り入れた指導を地理的分野全体、

歴史的分野及び公民的分野においても実践する。 

東京都が抱える課題に関心がありますか

当てはまる やや当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない

56.2％
授業前 

授業後 

図５ 検証授業前後における生徒対象の意識調査 

(n=130) 

・ 行政による災害対策で自分たちの安全が守られるため、行政の対策は自分と関わりのあることだと分かった。 

・ 災害に強いまちにするため、行政に頼るだけでなく、自分も日常から考えることが大切だと思った。 

・ 災害を想定してライフジャケットを買っておくなど、行政だけでなく自分にできることをしていく。 

・ 災害に強いまちにするため、一人一人ができる防災・減災活動に積極的に参加する。 

73.0％ 

 


